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児島修二 名誉会員 追悼文

正会員　速水久夫

　 2009 年 3 月 ］日　関西 支部の児島修二 名誉会員が

昇 天さ れ ま した（享年 94 歳）． 葬送式 は西宮市の 甲東

教会で 3 月 4 日 に 執 D 行われ 、葬送の 辞で 「病床で の 洗

礼」をお受けにな っ たと知 りま した 。 私に と っ て 大先

輩の 児島さん が、ク リス チ ャ ン と して 天 に 召され た と

いう こ とは 、児 島 さん か ら信仰につ い ての お話 を伺 っ

たこ とは全 くあ りま せん で したの で 軽い 驚き で した。

色 彩学会 で 児島さ ん は x1980 〜81 年に福田 保会長

の下で 副会長を務め られ 、同時に関西支 部長 と して 第

13 回 全国大 会 （京都）を指揮 し企画 実行 さ れ ま した 。

私にと っ ては 関西 ペ イ ン ト  の」二司 と して人生での 多

くの こ教示 を いた だきま した 。学会誌Volume243

2000p ，189 に 「私の色彩 体験」と題 する先達か らの

一文があ りますの で 見て い ただければ幸い で すが、色

彩研究をテ
ー

マ に関西 ペ イン トに入社 した新入 社員 の

私 に 、児島さん か ら与えら れた は じめ て の 仕事が、こ

の 一文 に 紹介され て い る ア メ リカ PPG 社の ℃ olo 「

Dynamics
”

と い うカタ ロ グ ・色見 本の 翻訳 と色見 本

を複 製 し 、日 本 語 の 社 内版 を作 製 す る 事 で した

（1960 ）。 数年後 、 私が海外に駐在するときの 社内人

選では 「速水君は英語 が で きるか らよかろ う」との児 島

さんの
一

言で 決ま っ た と後で 聞 き、現地で怪 しい英語

を使い な が ら、カタ ロ グ翻訳 の
一

件 を大い に誤 解評 価

されての こ と と、冷や汗を かいた もので した 。

　 この 頃か ら日本で カラ コ ン とかカラ
ーダイナミ ッ ク

ス などの言葉で 、工場や住宅の色彩が設計されるよ う

に な っ て きたよ うで す 。 当時まだカラ
ー

コ
ーデ ィ ネー

タ
ー

とい う名 前 が一般的で ない 時代に関西 ペ イ ン トは

日本色 彩研究所の監修 によ る 「住 宅の色 彩設計」と題す

る 色彩設計参 考書を発干1」しま したが、児島さん はその

編集委員 長 を務め られ ま し た 。 実物 と模型 の 建築内外

装の写真とカラ
ース キーム 120 例を、厳選 した塗料見

本 100 色で示 した画期的なもので
一般書店でも販売さ

れ ま した 。塗料が まだ性 能本位で 、色彩はそ れ ほど評

価され ない 時にすで に 「塗 料業界 は色彩提供産業で あ

る」と して 塗膜 ととも に色 彩 を重 要 視 しな け ればな ら

な いとい う こ とを考え てお られ ま した。

　また 関西 ペ イ ン トの取 締役
・
製品 開発 部長 と しての

人脈が広 く、おか 1ブで新人の私は多 くの 色彩 関係の 先

児島修二 （1914 年 9月 19 日 〜 2009 年 3 月 1日）

生方にかわい が っ て い ただきま した。電総研 （兵庫県 ）

の 岡 田喜義先生の 所へ は、しば しば児島さん の用 事で

色見本や書類を届 け に行き 、有益な お話 をうか が い ま

した。日本色彩研究所の 細野先生や関先生 、川上先生、

児玉 先生な ど とも親 しくお話 ができ 、川 上先生 には最

近の 全国大会で お会いする たびに 、「児島さん はお元気

ですか」とお声をかけていただぎま した 。

　晩 年、児島さん は奈良法隆寺の 「丹塗 D （にぬ り）」の

色彩研究 に精力的に取り組まれ 1300 年前の 赤色 を解

明 されま した （1994 年25 回全国大会 で 発表）。

　「法隆寺で は上 を向いて歩こ う。 1300 年前の丹色 が

見 えて くる 」と冗談 を言 われな い児島 さん に して は珍

しい名言で レジ ュ メを結ん で お られ ます。また 「出 島

蘭館の 緑青塗物語」とい うペ イ ン ト塗 りの事 実を文献

か ら調 べ た 成果 を卆 寿 の記 念に書 か れて い ます （塗装

工学誌 2004 ．11）。心 よ りご冥福をお祈 りいた します。
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